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まちかど通信

馬場水道工務店 渋木工業 ㈱竹本工業 井之坂工業㈱ ㈱東邦設備 上野ガス㈱ ㈱松山工業所
℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
中山成業㈱ 名阪設備工業㈱ ㈲新田設備工業 山田ポンプ店 ㈱岡本住設 ㈲池田設備工業 ㈲シブキ設備

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
富士設備 上野都市ガス㈱ ㈱双葉設備 ㈱中江設備 前田商店 吉田電機商工㈱ 清水左官設備

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
㈲伊東住設 ㈲柘植電気工業所 菊山設備 ㈲ヤマハン 須崎水道工業 岡村建設 植田建設

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
奥建設㈱ ㈲中西建設 ㈲林組 中村土木 ㈲土田建設 中林水道 藤森工務店

℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡ ℡
㈲後藤工作所 福岡設備工業㈱ 吉岡鉄工所 福井工業㈲ ㈲廣塚鉄工
℡ ℡ ℡ ℡ ℡

地元組合加盟の指定水道工事店に
お気軽にご相談下さい

«経済産業省認証　　官公需適格組合»

伊賀市指定　　　　伊賀市上下水道協同組合
〒518-0131伊賀市ゆめが丘1丁目１番地の４

　　　　　　　   　電話  <0595>24-0560　FAX 24-0560

　柏尾地内の田んぼで、地域の住民によって結成された
あおやまキャラバン先生の指導のもと、どろんこ田植え
体けんを行いました。
　この日は 44人の子どもたちが参加し、笑顔いっぱいで
「だるまさんがころんだ」や「棒とり競争」などのどろんこ
遊びと田植え体験を楽しみました。
　たくさん遊んだ後には、スタッフが地元でとれた米を
使って握ったおにぎりを食べました。

どろんこ田植え体けん（５月 10 日）

自然の恵み感じて

▲子どもたちはアドバイス
　を受けながら、一生懸命
　田植えをしました。

▲どろんこ遊びでは、玉ころ
　がし競争などを行いました。

　伊賀鉄道上野市車庫で、ゴールデンウィークの恒例
イベントである伊賀線まつり2015が開催されました。
　鉄道グッズを販売しているコーナーでは、伊賀線開
業 99周年を記念した入場券のセットと昭和６年当時
の路線図が描かれた乗車券が一番の人気でした。これ
らのグッズを買い求める人で会場内には長い列がで
きていました。
　この日は約2,400人が訪れ、賑わいを見せていました。

伊賀線まつり（５月３日）

電車の祭典

▲車掌体験コーナーでは、子
　どもたちが伊賀鉄道の制服
　を着て、運転席のレバーな
　どを操作していました。

▲運転席からの景色が映し
　出されたテレビ画面を見
　ながら運転を疑似体験。

　伊賀の国大山田温泉さるび
ので、さるびの川魚つり大会
が開かれました。
　プールに放たれたニジマス
を、竹竿についた釣り針で釣
り上げるというもので、参加
者はタイミングを見計らって
何度も竿を上にあげたり、場

所を変えて挑戦したりと、工夫しながら釣り上げてい
ました。
　釣ったニジマスは七輪で焼いてその場で食べるこ
とができ、県内外から訪れた
家族連れなどが楽しい時間を
過ごしました。

さるびの川魚つり大会（５月５日）

お魚釣ったよ

▲

焼きたてのニジマスを美味しそ
　うに食べていました。

▲晴天のもと、親子で協力して、
　ニジマスを釣りあげました。

※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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本紙 16ページでお知らせしている

　第28回余野公園つつじ祭が開かれました。
　この祭は、ツツジの名所である余野公園をもっと多くの

人に知ってもらい、交流と憩いの
場を提供しようと地域が連携して
行っているもので、今年で 28回目
となります。
　この日は、市内外から 16,000
人が訪れ、きれいに咲くツツジを
愛でながら祭を楽しんでいました。

第 28 回余野公園つつじ祭（５月 10 日）

ツツジ、きれい！

▲「お花、きれいだね。」
　つつじを眺める家族
　の姿もみられました。

▲満開のツツジのもとで▲

ステージでは、都
つ み え
美恵太

　鼓が披露されました。


